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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、物価上昇率の低下を主因に実質賃金は上昇基調にあるものの、

消費者の節約志向が根強く、個人消費は弱含みで推移しました。又、円高の進行や新興国経済の減速等の影響によ

り製造業の生産活動に依然として弱さが見られるなど、足踏み状態が続いています。

当社グループの主要販売先である自動車業界は、国内では、新車販売が伸び悩む中、円高による輸出環境の悪化

等が企業収益の押し下げ要因となりました。海外では、米国市場が堅調さを維持し、新興国市場の一部で持ち直し

の兆しが見えるものの、全体の伸びは依然として弱いものとなっています。

このような企業環境下、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高78億23百万円（前年同期比6.6％増加）、営

業利益１億51百万円（前年同期比616.8％増加）、経常損失１億８百万円（前年同期は43百万円の経常損失）、親会

社株主に帰属する四半期純損失１億48百万円（前年同期は１億31百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）と

なりました。

セグメント別の業績は、次のとおりです。

【エンジン部品事業】

前期において稼働開始したタイ子会社が本格稼働し、販売に加え利益面でも寄与しましたが、グループ全体とし

ては国内及びインドネシアを中心に販売が減少しました。その結果、売上高48億42百万円（前年同期比7.0％減

少）、営業利益１億15百万円（前年同期比20.6％増加）となりました。

【機械装置事業】

太陽電池向け検査測定装置の販売が伸びたことにより売上高は増加しましたが、ワイヤソーの採算性悪化等によ

り、利益率は悪化しました。その結果、売上高19億49百万円（前年同期比59.2％増加）、営業損失１億１百万円

（前年同期は93百万円の営業損失）となりました。

【環境機器事業】

ディスポーザシステム及び海外向けエアーポンプの販売が増加し、さらに原価低減活動等により利益面でも大幅

に良化しました。その結果、売上高９億51百万円（前年同期比16.1％増加）、営業利益１億21百万円（前年同期比

253.4％増加）となりました。

【その他の事業】

当セグメントには、運輸事業及びサービス事業を含んでおります。

売上高79百万円（前年同期比8.9％減少）、営業利益13百万円（前年同期比145.5％増加）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ13億37百万円（前連結会計年度末比

4.1％）減少し、316億31百万円となりました。

(流動資産)

当第１四半期連結会計期間末における流動資産合計は、前連結会計年度末に比べ10億27百万円（前連結会計年度

末比6.1％）減少し、158億87百万円となりました。

この減少の主な要因は、現金及び預金の減少４億24百万円や受取手形及び売掛金の減少３億６百万円等によるも

のであります。

(固定資産)

当第１四半期連結会計期間末における固定資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億９百万円（前連結会計年度

末比1.9％）減少し、157億43百万円となりました。

この減少の主な要因は、有形固定資産の減少９億36百万円や投資その他の資産の増加６億35百万円等によるもの

であります。

(流動負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債合計は、前連結会計年度末に比べ７億54百万円（前連結会計年度

末比5.7％）減少し、125億90百万円となりました。

この減少の主な要因は、未払金の減少３億72百万円や賞与引当金の減少２億40百万円等によるものであります。
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(固定負債)

当第１四半期連結会計期間末における固定負債合計は、前連結会計年度末に比べ２億76百万円（前連結会計年度

末比2.9％）減少し、91億16百万円となりました。

この減少の主な要因は、長期借入金の減少４億44百万円等によるものであります。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ３億６百万円（前連結会計年度末

比3.0％）減少し、99億25百万円となりました。

この減少の主な要因は、利益剰余金の減少１億96百万円や為替換算調整勘定の減少85百万円等によるものであり

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期第２四半期（累計）の連結業績予想につきましては、平成28年５月13日に公表した数値から変更

しております。詳細につきましては、平成28年８月12日に公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご

参照ください。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

（４）追加情報

　 （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,079 3,654

受取手形及び売掛金 5,352 5,045

電子記録債権 462 376

商品及び製品 973 1,149

仕掛品 3,454 3,467

原材料及び貯蔵品 1,569 1,466

繰延税金資産 72 38

未収入金 262 265

その他 696 428

貸倒引当金 △6 △5

流動資産合計 16,915 15,887

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 11,407 11,276

減価償却累計額 △6,609 △6,654

建物及び構築物（純額） 4,798 4,622

機械装置及び運搬具 25,873 25,668

減価償却累計額 △21,041 △21,127

機械装置及び運搬具（純額） 4,831 4,541

工具、器具及び備品 5,861 5,813

減価償却累計額 △5,512 △5,455

工具、器具及び備品（純額） 349 357

リース資産 1,997 1,915

減価償却累計額 △169 △214

リース資産（純額） 1,828 1,700

土地 2,283 2,265

建設仮勘定 1,071 739

有形固定資産合計 15,163 14,226

無形固定資産 62 53

投資その他の資産

投資有価証券 560 490

繰延税金資産 99 171

その他 175 808

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 827 1,463

固定資産合計 16,053 15,743

資産合計 32,968 31,631
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,067 3,989

電子記録債務 327 307

短期借入金 3,100 3,200

1年内返済予定の長期借入金 2,364 2,192

1年内償還予定の社債 220 220

未払金 1,818 1,446

未払法人税等 129 48

賞与引当金 411 170

工事損失引当金 3 3

設備関係支払手形 2 7

その他 899 1,002

流動負債合計 13,344 12,590

固定負債

社債 770 770

長期借入金 6,380 5,935

リース債務 1,646 1,818

繰延税金負債 43 38

役員退職慰労引当金 38 40

退職給付に係る負債 438 437

資産除去債務 75 75

固定負債合計 9,392 9,116

負債合計 22,736 21,706

純資産の部

株主資本

資本金 2,142 2,142

資本剰余金 2,114 2,114

利益剰余金 6,198 6,002

自己株式 △330 △330

株主資本合計 10,125 9,928

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 174 121

為替換算調整勘定 215 130

退職給付に係る調整累計額 △283 △254

その他の包括利益累計額合計 106 △3

非支配株主持分 0 0

純資産合計 10,232 9,925

負債純資産合計 32,968 31,631
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 7,338 7,823

売上原価 6,432 6,868

売上総利益 905 955

販売費及び一般管理費 884 803

営業利益 21 151

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 0 0

受取賃貸料 5 5

その他 6 11

営業外収益合計 14 18

営業外費用

支払利息 39 37

為替差損 22 202

減価償却費 16 13

その他 1 24

営業外費用合計 79 278

経常損失（△） △43 △108

特別損失

固定資産売却損 - 10

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 10

税金等調整前四半期純損失（△） △43 △118

法人税、住民税及び事業税 54 44

法人税等調整額 33 △13

法人税等合計 88 30

四半期純損失（△） △131 △148

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △131 △148
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純損失（△） △131 △148

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 63 △53

為替換算調整勘定 △183 △85

退職給付に係る調整額 △62 28

その他の包括利益合計 △182 △110

四半期包括利益 △313 △258

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △313 △258

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

エンジン
部品

機械装置 環境機器 計

売上高

外部顧客への売上高 5,206 1,224 819 7,250 87 7,338 ― 7,338

セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 381 ― 381 117 499 △499 ―

計 5,206 1,605 819 7,632 205 7,837 △499 7,338

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

96 △93 34 37 5 42 △21 21

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸事業、サービス事業を含んで

おります。

２ セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△21百万円は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

エンジン
部品

機械装置 環境機器 計

売上高

外部顧客への売上高 4,842 1,949 951 7,743 79 7,823 ― 7,823

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 9 0 9 123 132 △132 ―

計 4,842 1,958 952 7,753 203 7,956 △132 7,823

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

115 △101 121 135 13 149 2 151

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運輸事業、サービス事業を含んで

おります。

２ セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額２百万円は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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